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テフラから見た中部日本の後期更新世編年の諸問題
一陸成層の層序区分を中心にー

竹 本 弘 幸 （ 駒 洋 大 学 ： 研 究 生 ）

テフロクロノロジーを基礎にした後期更新世の編年学的研究は、̈Ｃ法・Ｆ．Ｔ．法
など様々な年代測定法の開発と研究によって急速な発展を遂げてきた（例えば、日本
第四紀学会１９８７など）。この中で、後期更新世の時代区分点を考える上で、最終間氷
期と最終氷期の位置付けは重要な課題であった。最終間氷期は、およそ１３～１２万年前
をピークとする時期のみを指すとする説とそれ以降約７．３万年前までを含むとする２
説が示されている（例えば小林・阪口１９７７など）。これは、深海底堆積物の浮遊性有
孔虫の酸素同位体比の変動史（Ｅｍｉｌｉａｎｉ、Ｃ。Ｓｈａｃｋｌｅｔ（）ｎ、Ｎ．Ｊ．、１９７４）や５；ｔｊｇｇａｔｅ、Ｒ．Ｐ。
（１９７４）の示した最終間氷期の定義などに基づいている。日本では、下末吉・引橋・
小原台・三崎の各海進に伴う海成段丘の離水時期が、町田ほか（１９７４）により、それ
ぞれ１３万年前、１０万年前、８万年前、６万年前であることが明らかにされ、小原台海
進までを年代測定値から最終間氷期と定義した。一方、上杉（１９７６、１９８２）は、隆起
地域の大磯丘陵や三浦半島など先端よりの地域でも最終間氷期以降引き続く海面停滞
の名残りともいうべき停滞水域が小原台軽石層（Ｆ．Ｔ．法６６、０００ｊ：（ｉ、０００ｙ．Ｂ．Ｐ．）に覆
われる小原台埋没土層の時期まで認められることから、この時期までを最終間氷期と
考えた。
最終氷期について、町田ほか（１９７９）は、深井（１９７４）の室堂榛層で示された氷河

前進期のピークを約５．５万年前の海面低下期印１（）ｏｍ、ｅｔａｌ．１９７４など）に対応すると
考え、その開始期を約６万年前の三崎海進以降と考えた。三崎海進の位置づけは、小
原台軽石層（ＯＰ）降下以降で吉岡ラピリ（ＹＬ）降下前後と考えている。
上杉（１９８２）は、南関東で小原台軽石層（ＯＰ）降下以降、地殻変勁、火山活動が

活発化したことを指摘し、この時代を武蔵野変動の時代と呼んだ。大磯丘陵では、三
崎面相当の岩倉面が、断層により高度１０ｍから８０ｍの高さに小ブロック化して分布し
ており、沈降傾向にある関東構造盆地地域でも武蔵野埋没土層の時代には、常総層の
変形が始まっていること（小玉ほか、１９８１）やこれ以降海面低下が著しいことから、
ＯＰ降下以降をほ；ぼ最終氷期に相当すると考えた。
日本第四紀学会（１９８７）では、最終間氷期の段丘群を下末吉から三崎段丘まで（約

１３～６万年前）とし、約６万年前以降１万年前までを最終氷期とした第四紀地図を
作成した。
その後、様々な研究が行なわれ、氷河地形では、伊藤ほか（１９８７、１９８７ａ、１９８９）に

より、最終間氷期以降３回の氷河拡大期が指摘された。また、小林（１９９０）は、氷河
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拡大開始期から後退期まで（立山の室堂氷期）をテフラ層序でとらえることに、日本
で初めて成功した。海成段丘の研究では、九州（長岡、１９８６）・北海道（奥村、１９８５
、１９９１）・東北（宮内、１９８５、１９８８；岩崎、１９８５、１９８７）の各地方で研究が進み、南
関東で明らかにされている海面変動との整合性が議論されるようになった。また、大
場（１Ｓ）８３、１９８９、１９９１）は、日本近海の深海底コアを分析し、日本列島周辺での酸素同
位体比を求め、よりグローバルな視野から陸上編年の見直しの可能性を指摘した。
町田ほか（１９９２）は、全国で進んだこれらの研究や様々な年代測定値を参考にして

従来示したテフラ年代観を１、５～２万年遡らせ、引橋海進を下末吉海進の１ステージ、
小原台海進を約１０、５万年前、三崎海進を約８万年前の高海面期にそれぞれ位置づけ、
大場の示した浮遊性有孔虫の酸素同位体比の変動史との整合性を提示した。
以上述べてきた後期更新世の編年の大枠の中で、地形・地質・植生など様々な視野

からのアプローチによって、どこに層序区分点・時代区分点を求めるのか、その時代
の特質はどのようなものかを明らかにすることは、第四紀研究の重要な課題である。
そこで、本論では、主にテフロクロノロジ一をもとに中部日本で認められた内陸の

堆積物の層序区分点を記載し、若干の考察を試みたい。なお、ここで使用するテフラ
年代は、町田ほか（１９９２）の提示したテフラ年代観以前のものであることをお断りし
ておきたい。近年様々な年代測定法の研究が進み、従来示されたものとクロスチェク
が行なわれるようになった（例えば、加速器による１４Ｃ年代測定法など）。これは、
従来からある「南関東の標準的年代観」を見直すきっかけとなる可能性があり、その
点からも興味深い。
本論では、第一にテフラから見た古地磁気層序、第二に河成・氷成堆積物の編年と

層相変化、第三にテフラから見た中部日本の諸火山の活動史、第四に木曽谷・伊那谷
の河岸段丘の変形から見た木曽山脈の隆起速度、第五に浅間火山南麓の南軽井沢湖成
層と信州新町の高野層の２つの内陸湖成層の堆積速度について述べ、中部日本におけ
る後期更新世の層序区分点を明らかにしたい。

ｎ 。 古 地 磁 気 層 序 （ イ ナ エ ク ス カ ー シ ョ ン の テ フ ラ 層 序 ） に つ い て

過去の地磁気変動を研究する古地磁気学で、過去に起こった地磁気の逆転は、その
長さによって、逆磁極期・ｅｖｅｎｔ、持続時間が１万年以下で、かつ、磁極（ＶＧＰ）が
北極から１３５°以上遠ざかるものについてはｇｅ（）ｒｌｌａｇｎｅｔｉｃ（、ｘｃｕｒｓｉｏｎと定義され、
一般にエクスカーションと呼ぱれている（Ｈｉｒｏｏｋａ、１９７６など）。このような地球磁

場の変動は、宇宙線の強度変動をもたらじＣ濃度の変動を引き起こすと考えられて
いることから、１４Ｃ法による年代測定を行なう上からも考慮の必要性が指摘されてい
る（木越、１９８２）。
また、広岡ほか（１９８８）は、このようなエクスカ一ションが数多く記載され、特徴

によって区別できるような古地磁気層序が詳しい編年によって位置づけられれば、地
球磁場の変動と関連性の深い気候変動の特性を明らかにするとともに年代測定の谷間
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を 埋 め る 有 力 な 手 段 と な る こ とを 指 摘 して い る 。

図１は、真鍋（１９８８）、広岡ほか（１９８８）によって明らかにされた各地のエクスカ
ー シ ョ ン の 対 比 表 で あ る 。 日 本 国 内 で は 、 最 終 間 氷 期 以 降 少 な く と も ４ ～ ５ 回 の 記 録

が明らかにされている（Ｋａｗａｉｅｔ２１１．、１９７２；Ｉ卜ｌｉｒｏｏｋａｅｔ２１１．、１９７６、１９７７、１９７８、１９８８

；会田、１９７８；真鍋ｊ９８０、１９８８）。このうち、御岳テフラで発見されたおよそ６～４

万年前のものをｌｎａｌｅｘｃｕｒｓｉｏｎ、７～６万年前のものをｌｎａＨｅ、ｘ（；ｕｒｓｉｏｎと呼
び、その広域性が指摘されている（広岡、１９８８）。

図２は、竹本ほか（１９８７）、竹本（１９９１）をもとに、広岡氏より提供された論文よ
り作成したｌｎａｌ、Ｈ（ａｃｕｒｓｉｏｎのテフラによる広域対比である。御岳・立山・八ケ

岳起源のテフラは、信州地域で相互に重なりが確認でき、広岡（１９８８）の指摘がテフ
ラ 層 序 か ら も 裏 付 け ら れ た 。 ま た 、 信 州 以 外 の 遠 隔 地 に つ い て は 、 Ｄ Ｋ Ｐ は じ め 広 域

テ フ ラ を 利 用 して 対 比 を 行 な っ た 。 そ の 結 果 、 山 陰 か ら 北 陸 地 方 で も ２ 回 の エ ク ス カ
ー シ ョ ン が 確 認 さ れ た 。 こ の よ う な 事 実 関 係 か ら 中 部 日 本 か ら 西 日 本 に か け て 、 竹 本

ほか（１９８７）などの示したテフラ年代（従来の南関東の標準年代）によれば、ｌｎａ

ｌｅｘｃｕｒｓｉｏｎは、７、５～６、５万年前頃に、ｌｎａＨｃ、ｘｃｕｒｓｉｏｎは、９～７．５万年前頃に

それぞれ起こっていたことはほぼ確実である。なお、ｌｎａＨ（４ｃｕｒｓｉｏｎのはじまり
の 中 に は ブ レ イク イベ ン ト が 含 ま れて い る 可 能 性 も あ る 。
一方、北海道では、Ａｓ。-４の上位にあるｌｎａｌ（？ｘｃｕｒｓｉｏｎ相当のみが認められ、下

位にあるｌｎａＨ（ｕｃｕｒｓｉｏｎは確認されていない。上位の（・ｘｃｕｒｓｉ（）ｎは、２回に分か
れており別の（、）（ｃｕｒｓｉｏｎの可能性もある。東北地方では、ｌｎａｌ、Ｈｅｘｃｕｒｓｉｏｎ

は、Ａｓ。-４の上下では確認されずより上位のＡＴ上下で別の（、）（（；ｔｌｒｓｉｏｎが見つかっ

ている。これには、次のようなことが考えられる。ｌｎａｌ、Ｈｃ、ｘｃｕｒｓｉｏｎは起こった

が 、 テ フ ラ の 堆 積 環 境 や 、 不 整 合 に よ る 地 層 の 欠 落 な ど で 動 き を 捕 ら え る こ と が で き

な か っ た か 、 サ ン プ リ ン グ な ど 技 術 的 問 題 が 若 干 含 ま れて い る の か も し れ な い 。
いずれにしても、ここで注目すべき点は、この（ａｃｕｒｓｉｏｎの終了期がほぼ小原台埋

没土層の時代（Ｆ．Ｔ．法６６、（）００ｊ：１｛｝００ｙ．Ｂ．Ｐ．以前）頃で揃っていること、下末吉海進以
降 、 海 水 準 で は 緩 や か な 低 下 期 と 高 海 而 期 が 繰 り 返 し 起 こ っ て い た 時 代 に 相 当 す る 点

である。このことは、広岡（１９８８）が指摘している地球磁場と気候変動との連動性を

示 唆 して い る の か も し れ な い 。

Ⅲａ．中部日本における後期更新世の編年

図３は、テフラ層序による河成・氷成堆積物の編年である。ｌｎａｌ、Ｈ（、ｘｃｕｒｓｉｏｎ
の 頃 の 河 岸 段 丘 は 、 中 部 日 本 で 認 め ら れ て い る 堆 積 段 丘 の 埋 積 開 始 期 に ほ ぼ 相 当 して

お り 、 堆 積 段 丘 の 中 ・ 下 部 層 を 構 成 して い る 。 中 部 日 本 の 諸 河 川 の 中 ・ 上 流 部 で は 、

ｌｎａｌ（ｊ）（ｃｕｒｓｉｏｎの終了期頃には段丘化が始まり、上流から最上流部にかけては、

こ の 上 位 に 傑 層 が 累 重 す る 。 河 成 堆 積 物 で い え ば 泥 や 砂 が 多 く 堆 積 し た 時 期 で、 ｌ ｎ ａ

ｌ（、）（ｃｕｒｓｉｏｎ終了期以降は、硬が卓越するようになる。
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このような堆積物の層相変化は、最終間氷期以降温暖から冷涼湿潤な時期が続いた
後、気候の寒冷化が起こったことや地盤の変動に示される山地の急速な隆起、火山活
動の活発化などによると考えられている（例えば、上杉ほか１９８０；米洋１９８１；竹本
１９８４；小野ほか１９８０；百瀬１９８４；竹本ほか１９８７；平林１９８７；井関１９８８など）。
各地の花粉分析結果からは、冷涼湿潤でやや不安定な古環境から、降水量の少ない

寒冷な古気候に変化したことが指摘されている（例えば、辻１９８３；野尻湖地質グルー
プ１９８４；早津１９８５など）。
一方、木曽山脈をはじめとする山岳氷河の編年は、Ｋｏｂａｙａｓｈｉｅｔ．ａｌ．（１９６６）によ

って記載されたＰｍ-Ⅳ（ＭｔＳ）に覆われる熊沢期のモレーンの形成過程や時代解釈
が議論の対象であった。町田ほか（１９７９）は、広域テフラを介して、古期の山岳氷河
の拡大期を約５、５万年前の海而低下期に対応すると考え、小野ほか（１９８０）は、この
解釈を引用しながら町田らの示したＤＫＰとＰｍ-ＩＶとの層位関係からＰｍ-Ⅳ（ＭｔＳ）
の年代を４万年前と考えＰｍ-Ｖの時代（約３万年前）にも引き続き氷河が発達すると
考えた。その後、有井ほか（１９８２）、小野ほか（１９８２）、柳町Ｇ９８３、１９８７）による
氷成堆積物の詳しい記載が行なわれたが、時代解釈は変わらなかった。
伊藤ほかＧ９８７、１９８７ａ、１９８９）は、北アルプスの氷河・周氷河の編年の中で、氷河

前進期すべてに対応した堆積段丘の存在を明らかにしている。竹本ほか（１９８７）は、
御岳テフラと広域テフラの関係を明らかにして、従来の時代解釈を２万年ほど遡らせ
Ｚｌｊ１寺期に氷河が発達した可能性を指摘した。また、小林（１９９０）は、立山の室堂氷期
がＫ-Ｔｚ降下以降に氷河の拡大を始め、ＥＰｍ降下頃まで続いていたことを明らかに
した。竹本（１９９１）は、ＤＫＰの層位の再検討の中で、御岳テフラ層中の福島埋没土
層、ＥＰｍ直下の埋没土層が南関束の小原台埋没土層に対比でき、濃尾平野の熱田層
最上部や高田平野の潟町砂丘上部層の堆積期頃に氷河が発達したと考えた。この考
えは、五百沢（１９６３）、小暗（１９８４）、小暗ほか（！９８３）、小野（１９８８）が指摘した
多雪をもたらせる海水準を維持していた時期に相当する。ことに、小咄ほか（１９８３）
が明らかにした完新世のプッシュモレーンの存在は、新鮮な最新期の氷河地形が晩氷
期から後氷期に形成されたことや前述の古期のモレーンに代表される日本の山岳氷河
が多雪涵養によることを指摘しているにほかならない。
このような事実関係から、伊藤ほか（１９８７ａ、１９８９）が明らかにした古期モレーンの

うちＥＰｍに覆われるもの、Ｋｏｂａｙａｓｈｉ、ｅｔ．ａ１．（！９６６）の熊沢氷期、小林（１９９０）
の室堂氷期は、いずれもおよそ７．５～６．５万年前頃（上杉１９８２の小原台期末期）
に相当し、ｌｎａｌ（？ｘ（；ｕｒｓｉｏｎの時代に形成されたものと考えられる。

Ⅲｂ．中部日本のテフラ層中に見られる埋没土層の層位について

中部日本各地のテフラ層中に見られる埋没土層の層位は、図３の柱状図の斜線で示
した部分にあたる。中部日本では、最終間氷期の初め頃に形成された、下末吉埋没土
層を含めて、少なくとも５～６屑準で、ほぼ同時期に形成されたと考えられる埋没土
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層が見られる。
最も顕著なものは、下末吉埋没土層で、全域に認められる。また、本論の小原台埋没
上層も顕著で、信州では福島埋没土層（竹本ほか、１９８７）と呼ぱれハケ岳・立山・妙
高・赤城などの各山麓で見つかっている。御岳から立山山麓にかけては、Ｐｍ-Ｉ直
下とＤＰｍ直上直下の層準の埋没土層が広く認められる。
信濃川テフラ層では、ＤＰｍ直下に埋没土層があり、１、２ｍのテフラ層を挾んで、

下末吉埋没土層相当の土壌層が６０ｃｍ、その下位に中子軽石層が認められる（竹本、
１９９１図１０-６）。ところで、この埋没土層は、南関東ではどの層準にくるのだろうか。
いまのところ直接対比をしていないので不十分ではあるが、ＤＰｍ下位の埋没土層は
、下末吉埋没土層の上位でＰｍ-Ｉの下位にあることから吉沢中部ローム層下位の吉
沢埋没土層（上杉、１９８２）に対比される可能性がある。
そのほか、ＴＰ下位で、ＹＬ前後の武蔵野埋没土層相当や立川期にあたるＹＰ・Ａ

Ｔ・ＫＰ下位などにも認められる。
このようなテフラ層中に見られる土壌層は、火山活動の休止期や静穏期を示すもの

や地下水との関係で粘土化し暗色に見えるものを見誤った例などを含みうることも否
定できないが、少なくとも下末吉・吉沢・小原台の各埋没土層は、温暖ないし冷涼湿
潤な環境下で形成されたいわゆる“埋没古土壌”の可能性が高い。

ＩＶ．テフラから見た中部日本の諸火山の活動史

テフラを用いた火山活動史の研究は、溶岩中心であった火山地質の研究の中で、火
山噴火の経緯を１０３～１０４年のオーダーで捉えることを可能にし、日本各地で行な
われるようになった（例えば、中村、１９６３；町田・森山、１９６８；小林ほか、１９７１；上杉ほ
か、１９８０；早津、１９８５；小林、１９８７；早川、１９９１；など）。このうち、テフラの持つ火山岩と
堆積岩の両極面を最もよく表すものとして、上杉ほか（１９８０）は、斜交関係に着目し
火山活動史と地形面形成過程や地層形成過程を論じた。ここでは、上杉ほか（１９８０）
の採用した斜交関係を川いて、中部日本のテフラ累層の区分を行い、各火山起源のテ
フラと広域テフラの層位などから、火山活動史を捉えたい。
図４は、火山本体とテフラとの層位関係が明らかになっている火山について、現地

調査と文献から得られた資料をもとにまとめたものである。
この図からは、中部日本の代表的火山の多くが、後期更新世以降活発な火山活動を

行なっている様子がうかがえる。各火山は、それぞれ独立したマグマだまりからの供
給をうけて火山活動を行なっていることが読み取れる。
歴史時代に活発な活動記録を持つ、富士・浅問・妙高などの諸火山は、数万年オー

ダーで連続的活動を行なっている。北関東に分布し、東北日本弧南部にあたる赤城・
榛名火山は、数万年の静穏期あるいは休止期を挾み、問歌的活動を行なっている。そ
の一方で、火山群として捉えた場合、それぞれが相補的にも見える。カルデラ形成期
や中央火口丘群の形成時期を見ると、数千年から数万年オーダーで火山活動が移動し
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ている可能性も考えられる。
Ａｒａｍａｋｉ（１９６３）は、浅問火山莞烏帽子火山群の東部と位置付け、火山活動の西か

ら東への移動を指摘している。浅間火山古期の山体にあたる黒斑火山のテフラ層序は、
ＢＰ期のものを除いてあまりよく解っていないが、中之条火山硬層（ＪＬ）とその直
下のテフラ層群は、アイソパックから判断して黒斑火山起源と考えられる。このテフ
ラ層群の下位からは、立山火山起源のＥＰｍが見つかっており、この層位での斜交関
係が多く認められる（竹本、１９９１）。
ハケ岳火山群では、河内（１９６１、１９７７）などにより、北→南→北への火山活動の移

動が指摘されている。北部ではＹＰｍ-ｎとＩＶが分布し、中部ではＹＰｍ-ＩからＩＶ
が、南部では、ＹＰｍ-Ｉとその下位に２枚のテフラ層が認められ、北部ほどより新
しいことがわかる。これは、河内（１９６１）指摘した南から北への移動を示すものと考
えられる。
ハケ岳東麓の中部から南部にかけては、御岳火山起源のＳｎＳ、ＭｔＳなどが分布
し、ハケ岳テフラ層との層位関係が明らかにされている（竹本、１９９１）。これによれ
ば、御岳火山の新期成層火山形成期の活動開始期から１０３年位で遅れるが、ハケ岳
火山南部の活動開始期は、御岳火山とほぼ同時期頃と考えられる。
御岳テフラ層では、御岳山の活動期の第Ｈ期と第Ⅲ期の境界（Ｋｏｂａｙａｓｈｉ、１９７４）

である倉本テフラ層直下の斜交関係と埋没土壌層（福島埋没土：Ｆｋ．Ｂ）、木曽川泥
流（中村は７Ｃ？ｙ１９９２；̈Ｃ年代：４９、Ｓ３Ｅ５０ｊ：４２０ｙ．Ｂ．Ｐ．）・笹川テフラ層（Ｓｓ・Ｆ）直下
の斜交関係と埋没土壌層が顕著である。柵島埋没土層は木曽川泥流の口Ｃ年代、上下
に挾まるテフラ層（ＤＫＰ、奈川軽石層：ＮｇＰ、Ａｓｏ-４など）の対比から、立山火山
起源のＥＰｍ直下やハケ岳東麓のＹＰｍ-Ｉ下位の埋没土壌層に対比される（竹本ほ
か、１９８７）。
小林（１９８３、１９９０）によれば、ＥＰｍは、立山火山の第Ⅲ期活動期に噴出したもの

で、妙高火山東麓から信濃川テフラ層へ追跡され（早津・新＃１９８２）、北関東のテ
フラ層では、ＪＬの下位に層位がある（竹本、１９８６）。ＥＰｍは、立山から北関東北
西部まで追跡され、その下位には顕著な埋没土層が認められる（竹本、１９９１）。
妙高火山群とＥＰｍとの層位関係は、妙高火山の第ｍ用の活動が、樺沢スコリア層（
＝中尾スコリア層：ＮＯ）の降下から始まり、その問にＥＰｍを挾んで、深沢火砕流
（＝松ケ峰火山榛）の流下で終了することから、第ｍ期活動期のうちの第２期頃に降
下したと考えられている（早津、１９８５）。
妙高火山第ｍ期の活動Ｊり』問は、ＥＰｍ降下のやや前から始まり、およそ１万数干年

前後続いたと考えられている（早津、私信）。信濃川テフラ層では、中尾スコリア層
の直下に斜交関係と顕著な埋没土壌層があり、その下位に奈川軽石屑（ＮｇＰ）が認
められる（竹本ほか、１９８７）ことから、立山・妙高の両火山の第Ⅲ期の活動期は、ほ
ぼ同時期頃に始まったと考えられる。
赤城火山の後期軽石流期（仮称）は、Ａｓｏ-４降下以降に始まり、前半は石質火砕

流の噴出と小規模な軽石噴火を繰り返し、若干の活動静穏期を挾み、後半はＥＰｍ降
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下以降、大規模な火砕流とこれに伴う軽石噴火を続け、湯の口軽石層とガラン火砕流
の噴出で活動を終了している。この時期は、２つに分かれる可能性が高いが、赤城火
山全体の活動史が明らかになっていないので、大枠としておきたい。いずれにしても
、ＥＰｍ降下前後より火山活動が活発化している点は、いままで述べてきた火山と共
通している。
東関東や関東平野中部では、ＴＰの４０～６０ｃｍほど下位にＯＰが点在し、その付近

には、顕著な埋没土壌層が認められる（堀口、１９８２）。この土壌層は、菊地（１９８１）
の常総粘土層上部層にあたる。この層準は、ＤＫＰ、Ａｓｏ-４などの広域テフラを介
して、中部日本各地のテフラ層中の埋没土壌の層位にあたることが確認されている（
竹本、１９９１）。
一方、箱根火山や富士火山の活動は、上杉ほか（１９８０）などによればＯＰ噴出以降

活発化し、この時期から箱根は新期軽石流期に、富士は古富士火山後期の活動開始期
にそれぞれ入る。丹沢山地南縁部から相模積成盆地地域では、断裂を伴う隆起・沈降
が始まっており、上杉（１９８２）は、この時代を“武蔵野変動の時代”と呼んだ。
以上述べてきた事実関係から、小原台埋没土層の発達した時代以降、中部日本に見
られる多くの火山で、火山活動が活発化したり活動転換期をむかえていた可能性が考
えられる。なお、この時代の開始期は、ｌｎａｌｅｘｃｕｒｓｉｏｎの時代が終了した直後に
相当している。図４からも読み取れるように、これらの活動は、一斉同時に起こった
わけではない。しかし、数千年から５千年前後の幅で見ると、同時期頃に集中する点
は、単なる偶然とするのではなく、共通する原因が考えられるのではないか。
この章のはじめにも触れたように、火山の噴火活動は、それぞれ独立したマグマ溜

りからの供給で行なわれていると考えられている（例えば、早津、１９８５）。この活動
は、また、各火山周辺部のローカルな意味での地殻変動を表していると考えられる。
では、本章で述べてきた中部日本での火山噴火の１０３年オーダーでの共通性につ

いては、どのように考えたらよいのだろうか。
個々の火山のマグマ溜りの中で、噴火前の一定の段階にある中で、広域応力場が変

化したことなどにより、本来の噴火時期よりも早く噴火が起こるようなリセット状態
が起こった可能性はないだろうか。次章で述べる木曽山脈の隆起速度の問題や上杉（
１９８２）の指摘した武蔵野変動の時代とあわせて検討する必要があるだろう。
最近のテフラ研究の中で、九州の阿蘇カルデラ起源のＡｓｏ-４噴出直後に降下した

、北海道のクッチャロカルデラ起源のクッチャロ２・３軽石流（Ｏｋｕｍｕｒａ、１９８８；Ｋｃ-
２・３）、パミスサンド（上杉ほか、１９８０のＹ-４７）のフォールユニットに挾まれた大
山火山起源のＤＮＰ（町田ほか、１９８５）、御岳火山起源の小木曽第３スコリア層のフ
ォールユニットに挾まれた大山火山起源のＤＳＰ（竹本ほか、１９８７）、ＤＫＰ直後に
噴出した三瓶雲南軽石層（三浦・林、１９９１；ＳＵｎ）など、火山噴火がほぼ同時か直
後の同時期に起こったという事例が数多く報告されはじめている。この点は、前述の
意味からも興味深い。
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Ｖ。河岸段丘の変形から見た木大＿ＬＩ脈周辺の隆起速度一伊那谷断層系と阿寺断層系
の垂直変位-

木曽山脈東麓に発達する伊那谷断層系で、木曽山脈山麓部を走るものは、木曽山脈
山麓断層群、さらに、天竜川の西側に沿って盆地の中央部を縦断する断層は、竜西断
層群と呼ぱれている（松島、１９８１）。松島（１９８１）は、伊那谷に発達する扇状地面群
について御岳テフラ層をもとに分類し、これを変位させる木曽山脈山麓断層群の岩間
断層、竜西断層群の田切断層について、見かけ上の垂直変位量を測定しており、この
測定値からは、扇状地形成の第Ｈ期と第唵期の時代に垂直変位（木曽山脈の相対的隆
起）が大きいことを指摘している。図５のＡは、松島（１９８１）の示した分類と見かけ
上の垂直変位量をもとに、各扇状地面についてテフラ調査の結果を加えて示したもの
である。
松島・寺平（１９９０）、松島（！９９２）も述べているように、伊那谷は東西方向に圧縮

を受けており、現在も短縮しつつある。このため、断層は低角の逆断層が多く、見か
け上の変位量に比べ、実際の変位量は２倍以上ある（松島、１９９２）。
図５のＡは、最も古い大泉段丘、ついで鳥居原段丘（木曽川の高部段丘に相当）、

追引段丘（坂下段丘に相当）のそれぞれの垂直変位量を示したものである。鳥居原段
丘は２～３段以上にわかれており、扇央から扇頂にかけて各段丘面は、収斂・交差・
累重している。各段丘の縦断形や田切断層の垂直変位量からは少なくともこれ以降の
時代の垂直変位量よりも大きいことが読み取れる。
一方、木曽山脈山麓断層群と共役系にある阿寺断層は、平野・中田（１９８１）が測定

した各段丘面の垂直変位量をもとに、竹本（１９９１）のテフラ編年、中村ほか（１９９２）
による木曽川泥流（ＫｍＤの̈Ｃ年代（４９、Ｓ３Ｅ５０±４２０ｙ．Ｂ．Ｐ．）などを参考にして、各
段丘面の垂直成分の推移を図５のＢにプロットした。これによれば、およそ６、５万年
前に段丘化した松源地段丘とおよそ５万年前に段丘化した高部段丘の問の垂直変位量
は、それ以降に比べて大きいことがうかがえる。この間の垂直変位量は（約０、８７６ｍ／
千年）、高部段丘からおよそ３万年前に段丘化した坂下上位段丘の間は（約０、５ｍ／千
年）、坂下上位段丘からおよそ２万５千年前に段丘化した坂下下位段丘の間は垂直変
位はほとんどなくなり、水平変位が卓越する。坂下下位段丘から１万２千年前に段丘
化した西方寺１段丘の間は（約０、４６ｍ／千年）、それ以降は（約０、２５ｍ／千年）と減少
傾向になる。
また、図５のＡには、御岳テフラ層の堆積速度をプロットしてある。これによれば

、新期御岳のカルデラ期に相当する時代は、やや遅い。その一方で、新期御岳の成層
火山形成期には、堆積速度は加速化されている。これは、成層火山体を形成する爆発
的噴火活動をほぼ連続的に繰り返していたためと考えられる。その後、新期御岳の山
頂火口丘期に入ると堆積速度は急に減哀する。これは、単位テフラの枚数が、それ以
前に比べて少ないことから、木曽川泥流流下以降、山頂火口を中心とする間歌的噴火
活動に移行したためと考えられる。その後は、ＡＴ降下以降本質物質を噴出する活動

１４９-



表 １ ． 浅 間 テ フ ラ 層 と 南 軽 井 沢 湖 成 層 よ り 採 取 し た 埋 没 樹 木 の 放 射 年 代

Ｔａｂｌｅ１．ＲａｄｉｏｍｅｔｏｒｉｃａｇｅｓｏｆＡｓａｍａｔｅｐｈｒａｇｒｏｕｐａｎｄｔｈｅｂｕｒｉｅｄ
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層名 年代（ｙ．Ｂ．Ｐ．）

Ａ 軽 石 Ａ ． Ｄ ． １ ７ ８ ３ 年

Ｂ 軽 石 Ａ ． Ｄ ． １ １ ０ ８ 年

追 分 火 砕 流 ８ ７ ０ ± ８ ０
Ｂ 軽 石 下 部 ４ ３ ３ ± ７ ０

Ｃ 軽 石 ４ Ｃ 中 葉

Ｄ軽石・小滝火砕流４，５００Ｕ５０

Ａ ｈ ア カ ホ ヤ ６ ， ３ ０ ０ 土

ＭＫ-１６（総社軽石）１０，０９０±２１０

ｎ，１７０ｕ９０

第２軽石流（ＹＰ期）１０，６５０±２５０
１１，３００Ｍ００

第１軽石流（ＹＰ期）Ｂ，６００±２３０
１３，ミ；００±５００

前橋泥炭層（ＹＰ直下）Ｂ，１３０±２３０

仏岩期

仏岩溶岩
雲場軽石流（炭化木）
雲場軽石流直下

南ケ岳軽石
塩沢火砕流
ＢＰ・Ｆ中部
前橋泥流中木片
ＢＰ・Ｆ下部
ＡＴ

１Ｅり００Ｍ００

１９バ１０（）±５００

１７ｊ５００土６，０００

１２０，２００±７００

〉２１，０００

文献

荒牧（１９６８）

層位・年代（ｙ．Ｂ．Ｐ．）

辻ほか（１９８４）

中村ほか（１９９２）

ＭＫ-１

ｊ１Ｓ３，６００１１４０

１９，ミ５２０土２４０

１９，５５０土２８０

１９，８００Ｕ９０
１９，Ｅ；８０Ｕ９０

１（ｉ，？２０Ｕ６０

１６，８８０±１３０

ＭＩ｛-６釘
ＭＫ-６下位

ＭＫ-５

ｎ，２４０土２９０
１２，８２０Ｕ９０

-１５０

μ

μ

新井（１９７９）
荒牧（１９６８）
町田・新井（！９７８）
辻ほか（１９８４）
前橋市埋文（１９９０）
小林（１９６４）

富樫（１９８３）

新井（１９６４）

ＭＫ-１５直下
ＭＫ-１４釘

ＭＫ-１２邸１３，３２０１１３０
″１３，３９０ｎ７０

″１３，５５０Ｕ６０

″１３，７１０ｎ３０

ＭＫ-１０赳

ＳＩＫ-１０ぬ下

宇野沢・坂本（１９７２）

鈴木（１９７０）

宇野沢・坂本（１９７２）ＭＫ-６鮭
／ Ｉ Ｍ Ｋ - ６ 中

１１４，０００±６５０新井（１９６７）

室 田 軽 石 ？
１！４，７２０±２９０松本ほか（１９８７）



は行なっていない（小林、１９８８）。
この一連の噴火活動は、前述の断層運動の垂直成分の動きとほぼ連動するものと考

えられる。１９７９年１０月、御岳火山が噴火したおり、坂下付近では、阿寺断層北東側の
傾動が、平年時の４倍を示す観測データが得られている（阿寺断層水準測量グループ
、１９８１）ことと考えあわせると、御岳火山の噴火活動と阿寺断層の坂下付近の垂直変
位との関係には、何らかの連動性を持っている可能性が考えられる。

ＶＩ．加速器による１４Ｃ年代とテフラ屑序から見た南軽井沢湖成層（標高９５０ｍ）
と高野層（標高８００ｍ）の堆積速度

浅間火山南麓に広がる南軽井沢湖成層は、浅間火山の噴火活動に伴って形成され
た炭質泥層や泥炭層からなる湖成堆積物である（ＡＩ・ａｍａｋｉ、１９６３）。この堆積物中に
は、主に浅間火山を起源とするテフラ層が多数挾在しており、最終氷期以降の植生・
環境変遷史の研究が行なわれてきた（辻ほか、１９８４）。辻ほか（１９８４）によれば、浅
間火山ＹＰ期の軽石に覆われた埋没林と更新世最末期の斜交不整合が認められている。
この堆積物中には、多くの層準に木片が含まれており、１１Ｃ年代の連続的測定とテ

フラ層序とのクロスチェクが可能である。このことは、活火山である浅間火山の噴火
史を解明するひとつの手がかりとなり、泥炭層や炭質泥層中に保存された１次堆積の
テフラと、火山麓の風成テフラ層を対比できれば、風化火山灰層〈レス〉の堆積環境
や堆積速度を知る手がかりが得られる可能性が高い。
また、信州新町に分布する高野層（木村、１９８７）は、後期更新世を通じて堆積した

湖成堆積物で、全層を通じて細粒のシルト層・泥層・炭質泥層からなり、数多くの示
標テフラ層（竹本・百瀬・平林・小林・新井未公表）の記載や最終間氷期以降の植生
・環境変遷史が明らかにされている（木村、１９８７；酒井、１９８７）。
ここでは、まず加速器による自Ｃ年代とテフラ層序から見た湖成層の堆積速度につ

いて、南軽井沢湖成層（図６ａ、２万年前以降）、高野層（図６ｂ、１０万年前以降
）の２つの例を記載したい。
図６ａは、横軸に、中村ほか（１９９２）によるテフラ層序と堆積物中の木片の加速器

年代を、縦軸に、テフラを除いた堆積物の厚さをとってプロットしたものである。
最下部は、離山起源の雲場軽石流（Ｋｂｐｆｌ：ＭＫ-６）、最上部は、浅間Ａ軽石層で
ある。各テフラ層や堆積物の年代を表１に示す。
雲場軽石流流下以降、ＭＫ-１５頃までの堆積速度は、比較的速く、浅問火山の連続

的噴火と寒冷化による細粒物質〈レス〉の供給が、効いているものと考えられる。
ことに、雲場軽石流の上部は斜交層理が見られ、軽石は凍結破砕の影響で薄い砕片

状に粉砕されている。ＭＫ-１５直上以降、泥炭層の岩相は変わり、アカホヤ降下頃ま
で堆積速度は遅くなる。これは、温暖化と植生の進出による斜面の安定化に伴う細粒
物質〈レス〉の供給減少が、効いているものと考えられる（中村ほか、１９９２）。
更新世最末期の変わりめは、ＭＫ-１６直下にあたり、浅間火山束麓の千ケ滝の風成テ

１５１



フラ層でも、総社軽石層（ＭＫ-１６）直下に大きな斜交不整合の関係が認められる。
アカホヤ降下以降の活動は、小規模噴火を頻繁に繰り返し、浅間Ｃ軽石以降は大規

模な軽石やスコリアを噴出しており、この頃より堆積速度は速くなっている。
図６ｂは、高野層と聖山周辺の風成テフラ層の堆積速度を表したものである。この

うち、Ａは聖山の風成テフラ層：Ｂは高野層：Ｃは酒井（１９８７）作成による高野層の
柱状図より読み取ったものである。
Ａ、Ｂ、Ｃ、３つの堆積速度の変化で共通するのは、第一に信州においてＡＴ以降

の堆積速度が急激に遅くなる点である。信州では、多くの地点で黒ボク土層の直下付
近でＡＴの混在が確認されているが、純層で確認されることは稀である。これは、１
つには、ＡＴ降下後これを覆う堆積物の供給が行なわれなかったことに起因する。た
とえば、信州では、ＡＴ以後大規模な軽石やスコリア噴火を行なった火山は浅間・妙
高火山群以外稀である。ＡＴの純層は、現在、活火山として活動してる火山の周囲を
除けば、水成層や沖積錐の中で発見されているにすぎない（例えば、百瀬、１９８２）。
第二に、ＤＰｍの堆積期よりＥＰｍ下位の不整合までの層準で、堆積速度が遅くな

っている点である。これは、下末吉海進以降、海面が緩やかに低下したのちの汎世界
的高海面の時期にあたり、湖成層中の植物遺体からは、冷涼湿潤な古環境が続いた時
期（酒井、１９８７）である。海岸部では、上杉（１９８２）の小原台層、関束第四紀研究会
（１９８６）の吉沢層中・上部層の堆積した時期、町田ほか（１９７４）の小原台海進と三崎
海進の間、町田ほか（１９９２）の三崎海進ピーク直前にあたる。
中部日本の諸河川では堆積段丘の中・下部層の堆積期で、古地磁気層序でいえば、
ｌｎａｌ・２ｘ（；ｕｒｓｉｏｎ、ｌｎａＨ（・ｘ（；ｕｒｓｉｏｎの時代にあたる。
第三に、Ａｓｏ-４以降でＥＰｍを中心とする層準で、やや堆積速度が速くなったよ

うにも見える。
また、高野層では、この地層を堆積させた湖の縮小または排水期と考えられる斜交

不整合の関係がＤＰｍ以降４層準で認められる。それは、下位より、木祖火山灰（Ａ
ｓｏ-３）直下、ＥＰｍ下位、ＡＴ下位３ｍ、ＡＴ上位の泥層堆積以後である。
以上２つの湖成層の記載からは、つぎのようなことが読み取れる。

両湖成層では、温暖あるいは冷涼湿潤な古環境の下では、その堆積速度は緩やかであ
る（図６ａのＡｈ前後、図６ｂのＤＰｍ～ＥＰｍの間）。また、細粒物質を供給する
火山活動やレスは、温暖湿潤な時期に、長周期で間歌的な供給であれば、急速な堆積
速度の変化はみられない（同上）。一方、寒冷、乾燥化にむかいつつある時期や、連
続的な火山活動、レスの供給があった場合は、堆積速度は加速化している（図６ａの
ＭＫ-６からＭＫ-１２、ＣＰｍ以降、図６ｂのＥＰｍ以降など）。このことは、植生の進出
と斜面の安定性が反映されたものであろう。日本のように土壌の生成が火山灰降下や
これに起因するレスの累積による影響の強い地域では、堆積速度は火山活動の有無や
連続性、植生の生育環境に支配されやすいと思われる。両湖成層の堆積速度の推移は
、このことを表しているものと考えられる。
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Ⅶ．中部日本における最終間氷期以降の層序区分点について

各章で述べてきた陸成層にまつわる事象から、中部日本における最終間氷期以降の
層序区分点の候補を考えてみたい。
まず、テフラ層中にみられる埋没土壌層に注目するならば、少なくとも下末吉・吉

沢・小原台・武蔵野の各埋没土層は、中部日本においては、温暖または冷涼湿潤な頃
に形成された埋没古土壌層 ”の可能性があり、層序区分を行なう上で、ひとつの目
安になるものと考えられる。また、各火山山麓で見られたテフラ層中の斜交関係は、
火山岩としての側面からみても火山活動と、ほぼ対応していると考えられる。
一方、テフラ層中の斜交関係と、水成層中の不整合とはどのようになっているだろ

うか。中部日本の諸河川に発達する段丘堆積物から見ると、次のように考えられる。
信州では、伊那谷の大泉傑層の主部、千曲川上流の大深山傑層の主部・乳川の窪平

榛層の主部・信濃川の朴の木榛層、関東では、片品川の沼田傑層の主部・相模川の寸
沢嵐榛層などが、最終問氷期より前の堆積段丘として形成されていた。
下末吉海進以降海面がゆっくり低下しはじめた頃、河川の反応が速いところでは、大
きな谷の形成が始まっており、河川の中・上流域では、側刻作用が卓越し広く浅い谷
や段丘が形成されはじめていた。
この頃の堆積物は、大泉榛層最上部の砂榛層・大深山榛層上部に累重する砂榛層・

窪平榛層上部に累重する砂泥互層（層厚８ｍ）・吾妻川の成田原榛層・沼田榛層上部
層で、砂や泥を挾む傑層、砂層が卓越している。これらの河岸段丘は、段丘化の時期
に幅はあるが大きな突発事変がない限り、上流に向かって新しくなっている。この時
代は、濃尾平野の熱田層最下部層堆積以降、下部層の堆積期（桑原ほか、１９８２）にあ
たっている（竹本、１９９１）。高野層では、ＤＰｍ下位の層準がこれにあたる。
下末吉海進の頃から始まった谷の形成は、ＤＰｍ降下頃からＰｍ-Ｉの時代までに

は、ほぼ上流域（木曽谷・伊那谷・信濃川水系・利根川水系・相模川水系など中部日
本の諸河川）まで達したと考えられる。高野層でもこ（刀時期に縮小・排水が起きてい
る。このため、ＤＰｍが谷壁斜面から谷底に這い下りている例（百瀬ほか、１９８６の乳
川谷）、Ｐｍ-Ｉを基底付近に含む堆積段丘の例（米洋、１９８１など多数）、Ｐｍ-Ｉ
下位の木祖火山灰直下の不整合の例など、これに対応するテフラ層の斜交関係が認め
られる（竹本ほか、１９８７ａ、ｂ；竹本、１９９１）。このような事実関係から、中部日本におけ
る層序区分の候補としては、ＤＰｍに覆われた埋没土層下部層付近とＰｍ-Ｉ下位の
木祖火山灰直下の２つが考えられる。しかし、層序では、前者のほうが先であること、
後者は、前者の谷を埋積し始める頃と考えられることから、中部日本では、前者を、
層序区分点と考えたい。
これ以降、小原台埋没土層までは、ｌｎａｌ、Ｈｅｘｃｕｒｓｉｏｎの時代で、中部日本の諸河川

では堆積段丘の中・下部層、濃尾平野では熱田層上部層、高田平野では潟町砂丘上部
層などを堆積した時期にあたる。後半のｌｎａｌ（２ｃｕｒｓｉｏｎの時代には、木曽駒ヶ岳
・立山などに代表される山岳氷河の形成（小林、１９９０）が始まり、海面低下が本格化
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する頃まで続いたと考えられる。
河成堆積物は、砂や泥を挾むことが多く、堆積物中の植物遺体からは、冷涼で湿潤

な古環境が推定されている（例えば、辻、１９８３）。
同じ層位にある熱田層上部層や古砂丘の資料からは、最終間氷期の最高海面期以降

の緩やかな海水準低下期とこれに続く高海面期の頃の堆積物であることがわかってい
る（竹本ほか、１９８７）。なお、熱田層上部層の離水時期については、藤井（１９７６）、
高木（１９７６）、桑原ほか（１９８２）などで指摘されているように時間幅があると考えら
れる。いまのところ木曽谷層の堆積面（松源地段丘）を覆うテフラ層と下位の高部段
丘のテフラ層との斜交関係から、早いところでは福島埋没土層の直前頃、遅いところ
でも屋敷野スコリア層の頃までには、離水していたと考えられる。この時代以降は、
高部傑層・小牧榛層・大曽根層に代表される海面低下期にはいる。
小原台埋没土層以降ＤＫＰの時代は、堆積物は砂泥混じりから榛主体に変わり、木

曽山脈周辺の阿寺断層系、伊那谷断層系で、垂直変位量が大きくなり、後半には堆積
段丘の開析が始まっている。中部日本の多くの火山では、活動開始期や転換期に入り
、これらの影響でテフラをはじめ多くの堆積物の堆積速度が速くなる傾向が現われる。
ＤＫＰやＴＰ直前の時期の花粉分析結果（辻、１９８３、早津、１９８５など）からは、年

降水量の少ない寒冷な古気候が推定され、海面低下期の時代に入る（竹本、１９９１）。

ＶⅢ．まとめと今後の課題

中部日本における後期更丿断世、最終間氷期以降の層序区分点について、古地磁気、
河成・氷成堆積物の編年、堆積物の層相変化、水成層中の不整合、火山活動史、地殻
変動などの側面から検討した結果、立山ＤＰｍ下位の埋没土層中の斜交不整合の時代
（上杉、１９８２の吉沢埋没土層に相当）と福島埋没土層中の斜交不整合の時代（小原台
埋没土層上部に相当）に層序而からの区分点が見られた。この２つの間の時代は、古
地磁気のイナエクスカーションが起こった時期にもあたっている。また、その一方で
、それぞれの不整合の少し後にも不整合が見つかっており、こちらも重要な区分点で
ある。前者（Ｐｍ-Ｉ、Ｋｓ-ａｓｈ直下）は、堆積段丘の埋積開始期にあたり、後
者（ＴＰ下位でＹＬ前後）は、海面低下期に対応して形成された埋没段丘の時代であ
る。後者の時代は、辻（１９８３）によれば、最終間氷期以降著しい寒冷期にあたってい
る。
では中部日本における最終問氷期と最終氷期の層序区分点はどこに現われているの

だろうか。
第一の候補は、小原台埋没土層上部の時代である。この直前までは、地磁気エクス

カーションが長期間続いた時代であった。温暖期から冷涼湿潤な時代に変わり、海水
準も緩やかな低下期と高海面期を繰り返し、堆積物も細粒なものが多く見られた。し
かし、この時代の直後に入ると堆積物は、樫中心の粗粒堆積物となり、木曽山脈など
の隆起量も大きくなる。しかも火山活動や地殻変動の連動性（上杉、１９８２の武蔵野変
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動の時代とほぼ同時期）が認められ、その活動は活発化し寒冷化の兆しが現われる時
代となる。このおよそ７万年前以降、堆積物をはじめ多くの事象が質的に変わるのは
何がきっかけとなっているのだろうか。いまのところ不明瞭な点も多い。
第二の候補は、武蔵野埋没土層の時代である。この時代は、三崎面を形成した時期

で最終問氷期以降、寒冷化か本格化する海水準の低下期直前にあたる時代である。
いまのところ、時代の転換期という立場からは、前者、海成段丘との関連性からは

、後者の可能性が高い。
この時代については、諸外国の研究をもとに様々な議論がなされているが、年代測

定法上からも測定精度の検証が難しい時期にあたっている。加速器質量分析計による
１１Ｃ年代の測定は、およそ７万年前までの測定に適用できる（中村・中井、１９９２）こ

とから、年代測定の立場からの検証；が期待される。
最近、Ｊｏｈｎｓｅｎ、Ｓ．Ｊ、ｅｔ、ａ１．（１９９２）は、グリーンランド氷床で実施した２、０００

ｍ以上におよぶボーリングの酸素同位体比の測定結果から、最終氷期中の亜間氷期の
古環境解析を行ない、およそ４万年前以降１１回におよぶ高温期と低温期のサイクル
が小刻みで大きな変動を伴っていたことを明らかにしている。特に低温期のレベルは
新ドリアス期を下回り、高温期のレベルはアレレード期に相当する点は、従来の亜間
氷期像とはやや異なった様相を提示しているに他ならない。立川期にあたるこの頃の
古環境は、日本ではどのような現象として残っているのか、埋没段丘の分布、山岳氷
河の消長とあわせて興味深いところである。
中部日本の内陸地域は、かつて氷河を頂いた３０００ｍ級の山々と活発な活動を続けた

火山群、断層群が認められ、現在の変動も著しい。汎世界的な勁きと双方がこの地域
の層序区分にどのような影響を与えているのか、地形・地質・植生をはじめ第四紀学
的視野にたった記載が重要である。
いずれにしても、汎世界的な指標のひとつと考えられる酸素同位体比の変動曲線と

の整合性の議論と同時に、フィールドで得られた１つ１つの事実の積み重ねを含めた
解析を行なうことで、大陸東岸の気候区で変動帯に位置する日本の第四紀の特質を明
らかにしていく必要があるだろう。

謝辞：本稿作成にあたり、指導教授の小池一之先生、西村嘉助先生、中村和郎先生
長沼信夫先生をはじめとする駒沢大学文学部地理学教室の諸先生、群馬大学
名誉教授の新井房夫先生、名古屋大学の中村俊夫先生、都留文科大学の上杉
陽先生、大阪市立大学の辻誠一郎先生、金沢大学の守屋以智雄先生、富山大
学の小林武彦先生、広岡公夫先生、都立大学の菊地隆男先生、北海道大学の
福田正巳先生、アイ・エヌ・エー新土木研究所の柳田誠氏、早津賢二先生
松島信幸先生、米洋宏先生、岡田篤正先生・藤井登美夫先生をはじめとす
る東海第四紀研究会の皆様方、都立北多摩高校のＲｉｓａＫｉｅｎｌｅｎ先生、西川
泉先生、古郡芳行先生にお世話になりましたことを御礼申し上げます。
本稿の内容の一部は、大阪肛立大学の辻誠一郎先生、名古屋大学の中村俊

１５５-



夫先生、池田晃子先生との共同研究の成果に負うところが多い。ここに記し
て感謝の意を表します。
本稿の骨子は、１９９２年度名古屋大学年代測定資料研究センターシンポジウ

ム「タンデトロン加速器質量分析計を用いた１４Ｃ年代測定の利用による地質
学・地理学的研究の新展開」において発表したものをまとめたものである。
発表の機会を与えてくださった名古屋大学年代測定資料研究センター長の

水谷伸治郎先生はじめ、中井信之先生、坂本亨先生、中村俊夫先生ほか名
古屋大学関係者の皆様には重ねて感謝の意を表します。

参考・引用文献

会田信行（１９７８）：ハケ岳新期火山灰層の自然残留磁化と強磁性鉱物．第四紀研究，

１７，８６-９４．

阿寺断層水準測量グループ（１９８１）：阿寺断層における短距離水準測量．地球，３，
２：１６-２１９．

新井房夫（１９６２）：関東盆地北西部地域の第四紀編年．群馬大学教育学部紀要，

自然科学編，１０-４，１-７９．
新井房夫（１９６４）：前橋泥炭層の１４年代一日本の第四紀層の１４Ｃ年代Ｈ一地球科学，

７０，３７-３８．

新井房夫（１９６７）：前橋泥流の噴出年代と岩宿Ｉ文化期一日本の第四紀層の１４Ｃ年代
ＸＸＸⅢ一地球科学，２１-３，４６-４７．

新井房夫（１９７９）：関東地方北西部の縄文時代以降の示標テフラ層．考古学ジャーナ
ル，１５７，４１-５２．

荒牧重雄（１９６８）：浅問火山の地質．地団研専報，１４，１-４５．
ＡＩ‘ａｍａｋｉ，Ｓ．（１９６３）：ＧｅｏｒｏｇｙｏｆＡｓａｍａｖｏｌｃａｎｏ．，Ｉ．Ｆａｃ．５；ｃｉ．Ｕｎｉｖ．Ｔｏｋｙｏ，
Ｓｅｃ．Ｈ，１４，２１！９-４４３．

有井琢磨・山川信之（１９８２）：木曽山脈黒川上流・中流部における氷食地形の研究．

地理予，２１，５６-５７．
Ｂｌｏｏｍ．Ａ．Ｌ．，Ｂｍ（？ｃｋｅｒ，Ｗ．Ｓ．，Ｃｈａｐｐｅ１１，Ｊ．Ｍ．Ａ．，Ｍａｔｔｈｅｗｓ，

Ｒ．Ｋ．ａｎｄＭｅｓｏｌｅｌｌａ，Ｋ．Ｊ．（１９７４）：Ｑｔｌａｌ；｛？ｒｎａｒｙｓｅａ-１ｅｖｅｌｆｕｌｕｃｔｉｏｎｓ

ａｔｅｃｔｏｎｉｃｃｏａｓｔ；ＮｅｗＴｈ２３０／Ｕ２３４ｄａｔ（う１３ｆｒｏｍｔｈｅＨｕｏｎＰ（？ｎｉｎｓｕｒａ，Ｎｅｗ

Ｇｕｉｎｉａ．（Ｊｕ２ｌｔ．Ｒｅｓ．，４，：Ｌ１３５-２０５．
Ｅｌｉｌｉａｎｉ，Ｃ．，Ｓｈａｃｋｌｅｔｏｎ，Ｎ．Ｊ．（１９７４）：ＴｈｅＢｒｕｈｎｅｓｅｐｏｃｈ；ｌｓｏｔｏｐｉｃ

ｐａ１（氾ｔｅｍｐｅｌ’ａｔｕｒｅｓａｎｄｇｅｏｃｔｌｒｏｒｌｏｌｏｇｙ．Ｓｃｉｅｎｃｅ，１８３，５１１-５１４．

藤井登美夫（１９７６）：御岳火山木曽川泥流堆積物の産状とその流下・堆積様式（１）

愛知教育大学「地理学報告」，４５，１１４-１２０．坪内庄次先生退官記念論文集．
深井三郎（１９７４）：立山付近の氷河地形とその形成期．富山大学教育学部紀要，２２，
１１９-１３３．

１５６-



早川由紀夫（１９９１）：テフラとレスからみた火山の噴火と噴火史．第四紀研究，３０，

３９１-３９８．

早津賢二（１９８５）：「妙高火山群-その地質と活動史-」．第一法規，３４４ｐ．

早津賢二・新井房夫（１９８１）：信濃川中流域におけるテフラ層と段丘地形．地質雑，
８７，７９１-８０５．

平林潔（１９８７）：長野県南安曇郡，奈川流域の段丘形成史．

駒沢大学大学院地理学研究，１７，１５-３１．

平 野 信 一 ・ 中 田 高 （ １ ９ ８ １ ） ： 阿 寺 断 層 に 沿 う 第 四 紀 後 期 の 断 層 変 位 か ら 推 定 し た 地

震活動．地理評，５４ぷ３１-２４６．
Ｈｉｒｏｏｋａ，Ｋ．（１９７６）：Ｓｏｍｅｎｏｔｅｏｎｔｈｅｃｈ；ＩＩ・ａ（；ｔ（，ｒｉｓｔｉｃｓｏｆｌｌｅｏｍａｇｎｅｔｉｃ

（？ｊｃ（：ｔｌｒｓｉｏｎｉｎｌａｔｅＰｌｅｉ１３ｔｏｃｅｎｅｉｎＪａｐａｎ．Ｐａｌ（？ｏＨｍｎｏｌｏｇｙｏｆＬａｋｅＢｉｗａａｎｄ

ｔｈｅ，１２１１）ａｎｅｓｅＰｌｅｉｌ；ｔｏｃｅｎｅ，４，１５３-１６４．

Ｈｉｒｏｏｋａ，Ｋ．（１９７７）：Ｏｎｔｈｅｌ）ｏｓｓｉｂｉｌｉｔｙｏｆｐａｋｏｍａｇｎｅｔｉｃｓｔｕｄｙｏｆ（２ｏａｓｔａｌ

ｓａｎｄｄｕｎｅｓ；（？ｄｉｍｅｎｔｓ．ｌｂｉｄ．，５，１０２-１０６．
１トｌｉｒｏｏｋａ，Ｋ．，Ｔｏｂｉｔａ，Ｃ．，Ｙｏｋｏｙａｍａ，Ｔ．ａｎｄＮａｋａｙａ，Ｓ．（１９７７）：

Ｏｎｔｈｅ（哩（：ｔｌｒｓｉｏｎｏｆｔｈｅｌａｔｅｓｔＰｌｅｉｌ；ｔｏｃｅｎｅｌ・（？（；ｏｒｄｅｄｉｎｏｎｔａｋｅＴｅｐｈｒａ，

ｌｎａ，（氾ｎｔｒａ１Ｊａｐａｎ．ＲｏｃｋＭａｇｎｅｔｉｓｍａｎｄＰａｌｅｏｓｒ（？ｏｐｔｌｙｓｉｃｓ，４，８１-８７．

Ｈｉｌ・ｏｏｋａ，Ｋ．，Ｈａｓｅｇａｗａ，Ｅ．，Ｉアｌｉｒｏｔａ，Ｔ．，Ｎａｋａｙａ，Ｓ．ａｎｄＹｏｋｏｙａｍａ，

Ｔ．（１９７８）：Ｏｎｔｈｅｌｌｅｏ１１１ａｇｎｅｔｉｃ（以（；ｕｒｓｉｏｎｉｎｔｈｅｌａｔｅＰｌｅｉｓｔｏｃｅｎｅｆｏｕｎｄ

ｉｎｏｎｔａｋｅｔｅｐｈｒａｊｒｌａ，ｃｅｎｔｒａｌＪａｐａｎ．ＰａｌｅｏｌｉｍｎｏｌｏｇｙｏｆＬａｋｅＢｉｗａａｎｄｔｈｅ
ｊ１２１ｒ）ａｎｅｓｅＰｌｅｉ１５ｔ（）ｃｅｎｅ，６，１０１-１１４．

Ｈｉｒｏｏｋａ，Ｋ．，Ｎａｇａｉ，Ｎ．ａｎｄＮ２１ｋａｊｉｍａ，Ｔ．（１９８２）：Ｇｅｏｍａｇｎｅｔｉｃ

ｅｘｃｔｌｌ・ｓｉｏｎｓｏｆｔｈｅｌａｔｅＰｋｉｓｔｏｃｅｎｅｉｒｌｌ’ｅｒｒｅｄｆｒｏｍｐａｋｏ１１１ａｇｎｅｔｉｃｓｔｕｄｙｏｆ

ｔｅｐｈｒａｓ；（？ｄｉｍｅｎｔｓｉｎＪａｐａｎ．ｌｂｉｄ．，１０，２００-２１３．

広岡公夫（１９８８）：古地磁気・考古地磁気編年による年代推定．地質学論集「人類紀
の年代測定」，２９，３０５-３１８．

広岡公夫・永井直昭・石原昭史（１９８８）：古地磁気層序による人類紀の年代対比．

地質学論集「人類紀の年代測定」，２９，２９１５-３０４．

堀口万吉（１９８２）：大宮台地の下末吉層にかかわる問題．第四紀，下末吉段丘，２２，

５７-５９．

五百沢智也（１９６３）：写真判読による日本アルプスの氷河地形．地理評，３６，７４３．

井関弘太郎（１９８８）：木曽川の地形史．地学雑，９７，卜ｎ．

伊藤真人・清水文健（１９８７）：北アルプス，白馬岳東方，松川北股入りのモレーンを

覆う示標テフラ層の発見とその意義．地学雑，９６，３２-４０．
伊藤真人・正木智幸（１９８７ａ）：後立山連峰，鹿島槍ヶ岳，大冷沢流域における氷河地

形と氷河前進期．地理評，６０（Ｓｅｒ．Ａ），５６７-５９２．

伊 藤 真 人 ・ 正 木 智 幸 （ １ ９ ８ ９ ） ： 槍 ， 穂 高 連 峰 に 分 布 す る 最 低 位 タ ー ミ ナル モ レ ーン の
形成年代．地理評，６２（Ｓｅｒ．Ａ），・１３８-４４７．

-１５７



岩崎孝明（１９８５）：下北半島北東部の中・後期更新世堆積物．地理予，２８，４０-４１．

岩崎孝明（１９８７）：下北半島北東部における中・後期更新世堆積物層序．駒洋地理，
１０９-１２３．

Ｊｏｈｎｓｅｎ．Ｓ．Ｊ‥Ｃｌａｕｓｅｎ．Ｈ．Ｂ．，Ｄ２ｌｎ１３ｇａａｒｄ．Ｗ．，Ｆｕｈｒｅ．Ｋ，

Ｇｕｎｄｅｓｔｌ-ｕｐ．Ｎ‥Ｈａ㎜ａｒ．Ｃ．Ｕ．，Ｄｅｒｓｅｎ．Ｐ．，Ｊｏｕｚｅｌ．Ｊ．，

Ｓｔａｕｆｆｅｒ．Ｂ．＆Ｓｔ（，１’ｆ（，ｎｓｅｎ．Ｊ．Ｐ．（１９９２）：ｌｒｒｅｇｕｌａｒｇｌａｃｉａｌ

ｉｒｌｔｅｒｓｔａｄｉａｌｓｒｅｃｏｒｄｅｄｉｎａｎｅｗＧｒｅｅｎｌａｎｄｉｃｅｃｏｒｅ．Ｎａｔｕｒｅ，ｖｏ１，３５９-９，

３１１-３１３．

河内晋平（１９６１）：八ケ岳火山列，Ｉ・Ｈ．地球科学，５５，１-８；５６，１１-１７．

河内晋平（１９７７）：ハケ岳地域の地質．地域地質研究報告（５万分の１図幅），

地質調査所．

関東第四紀研究会（１９８０）南関東地域の中部更新統の層序とその特徴．第四紀研究，
１９，２０３-２１６．

菊地隆男（１９８１）：常総粘土層の堆積環境．地質学論集「関東の地震と地質」，２０，
１２９-１４５．

木村純一（１９８７）：長野県聖山北麓の更新統一中部から上部更新統一，地質雑，９３
１！４５-２５７．

桑原徹・松井和夫・吉野道彦・牧野内猛（１９８２）：熱田層の層序と海水準変動．

第四紀，下末吉段丘．ｎ１-１２４．
小林国夫（１９６４）：縄文文化と無土器文化の１４Ｃ年代．科学，３４，９６-９７．
Ｋｏｂａｙａｓｈｉ，Ｋ．ａｎｄＳｉｍｉｚｕ，Ｈ．（１９６６）：Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｃｅｏｆｔｈｅ八ｅｎｏｔａｉｒａ

ＩＩｌｔｅｒｓｔａｄｉａｌｈｄｉｃａｔｅｄｂｙＭｏｒａｉｎｅｓｏｎＭｔ．ＫｕｍａｚａｗａｏｆｔｈｅＫｉｓｏ
ＭｏｕｎｔａｉｎＲａｎｇｅ，ＣｅｎｔｒａｌＪａｐａｎ．ＪｏｕＩＪａｃ．ＳｃｉりＳ；ｈｉｎｓｈｕｕｎｉｖ．Ｊ，９７-１１３．

小林国夫・小林武彦・清水英樹（１９７１）：御岳火山噴出物によるＴｅｐｈｌ・ｃ）ｃｈｒｃ，ｎｏｌｏｇｙ．

中部地方の鮮新統および最新統．竹原平一教授記念論文集，１９１-２１８．

小林国夫・阪口豊（１９７７）：氷河時代を見直す．科学，４７-１０，ｒｉ７８-５９１．
Ｋｏｂａｙａｓｈｉ，Ｔ（１９７４）：ＴｈｅＰｅｔｒ（）ｃｈｅｍｉｃａｌｃｈａｒａ（：ｔ（，ｒｉｓｔｉｃｓｏｆＯｎｔａｋｅ

ｖｏｌｃａｎｏ．，Ｊ（）ｔｌｒ．Ｃｏ１．Ｌｉｂ．Ａｒｔｌ□` ｏｙａｍａｕｎｉｖ．，７，７１-８５．

小林武彦（１９８２）：御岳テフラ層の層序とその年代．第四紀，下末吉段丘．１０３-１１０．

小林武彦（１９８３）：立山の氷河地形とその形成時期．第四紀学会要旨集，１２，９２-９３．
小林武彦（１９８７）：御岳火山の火山体形成史と長野県西部地震による伝上崩壊の発生

要因．地形，８-２，ｎ３-１２５．
小林武彦（１９９０）：立山火山とその周辺の第四系．日本地質学会第９７年年会（富山大
会）-１９９０年見学旅行案内書一第５班，１１１-１４２．

小 玉 喜 三 郎 ・ 堀 口 万 吉 ・ 鈴 木 尉 元 ・ 三 梨 昂 （ １ ９ ８ １ ） ： 更 新 世 後 期 に お ける 関 東 平 野
の地塊状造盆地運動．地質学論集「関東の地震と地質」，２０，１１３-１２８．

町田洋・新井房夫（１９７９）：大山倉吉軽石層一分布の広域性と第四紀編年上の意義．

地学雑，８８，３１３-３３０．
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町田洋・新井房夫（１９９２）：火山灰アトラス「日本列島とその周辺」．

東京大学出版会，２７６ｐ．

町 田 洋 ・ 森 山 昭 雄 （ １ ９ ６ ８ ） ： 大 磯 丘 陵 の テ フ ロ ク ロ ノ ロ ジ ー とそ れ に も と づ く 富 士
および箱根火山の活動史，地理評，４１，２４１-２５７．

町 田 洋 ・ 鈴 木 正 男 （ １ ９ ７ １ ） ： 火 山 灰 の 絶 対 年 代 と 第 四 紀 後 期 の 編 年 - フ イッ シ ョ ン
・トラック法による試みー．科学，４１，２（ｉ３-２７０．

町 田 洋 ・ 新 井 房 夫 ・ 村 田 明 美 ・ 袴 田 和 夫 （ １ ９ ７ ４ ） ： 南 関 東 に お ける 第 四 紀 中 期 の テ

フラの対比とそれに基づく編年．地学雑，８３，２２-５８．

町 田 洋 ・ 新 井 房 夫 ・ 百 瀬 貢 （ １ ９ ８ ５ ） ： 阿 蘇 ４ 火 山 灰 一 分 布 の 広 域 性 と 後 期 更 新 世

示標層としての意義一．火山，３０，４９-７０．

町 田 洋 ・ 新 井 房 夫 ・ 宮 内 崇 裕 ・ 奥 村 晃 史 （ １ ９ ８ ７ ） ： 北 日 本 を 広 く 覆 う 洞 爺 火 山 灰 ．

第四紀研究，２６，：Ｌ２９-１４５．

前橋市埋蔵文化財調査団（１９９０）
真鍋健一（１９８０）：地磁気層位学と中期更新世の編年．第四紀研究，１９，２２ミ５-２３２．

真鍋健一（１９８８）：最終氷期の地磁気変化．地質学論集「人類紀の年代測定」２９，

２６Ｓ）-２８０．

松本英二・前田保夫・竹村恵二・西田史朗（１９８７）：姶良Ｔｎ火山灰（ＡＴ）の１４Ｃ

年代．第四紀研究，２６，７９-８３．

松島信幸（１９８１）：伊那谷断層系の活動期について．地球，３，２４・１-２４９．

松島信幸（１９８４）：伊那谷における地形の発達史からみたレキ層の自然史．

下伊那教育会自然研究紀要．第７集，６１-７３．

松島信幸（１９９２）：伊那谷は生きている．「語りつぐ天竜川」，３３，４３ｐ．
松島信幸・寺平宏（１９９０）：飯島町の地形地質．飯島町誌「自然編」，１１-遜浴三

三 浦 清 ・ 林 正 久 （ １ ９ ９ １ ） ： 中 国 ・ 四 国 地 方 の 第 四 紀 テ フ ラ 研 究 一 広 域 テ フ ラ を 中

心としてー．第四紀研究，３０，；３３９-３５１．

宮内崇裕（１９８５）：上北平野の段丘と第四紀地殻変動．地理評，５８，ｚ１９２-５１５．

宮内崇裕（１９８８）：東北日本北部における後期更新世海成面の対比と編年．地理評，
６１，ｚ１０４-４２２．

百瀬貢（１９８２）：千曲川最上流部の段丘地形と斜面堆積物．地理予，２１，２２-２３．

百 瀬 貢 ・ 竹 本 弘 幸 ・ 水 野 秀 明 ・ 小 島 弘 ・ 平 林 潔 ・ 朝 原 尚 仁 （ １ ９ ８ ６ ） ： 松 本 盆 地

西縁，乳川流域の段丘形成史．駒沢大学大学院地理学研究，１６，５ -２０．

守屋以智雄（１９６８）：赤城火山の地形および地質．前橋営林局，６５ｐ．

長岡信治（１９８４）：大隅半島北部から宮崎平野に分布する後期更新世テフラ．地学雑，
９３，３４７-３７０．

長岡信治（１９８６）：後期更新世における宮崎平野の地形発達．第四紀研究，２５，
１３９-１６３．

中村一明（１９６３）：伊豆大島火山の噴火史．科学，３３，１４１-１４７．

中村一明（１９８９）：火山とプレートテクトニクス．束京大学出版会，３２３ｐ．

１５９-



中村一明・松田時彦（１９６８）：北部フォッサ・マグナとその周辺地域の地質区と地震

活動．地質学論集，２，６３-６９．

中井信之・中村俊夫（１９８８）：放射性炭素年代測定法．地質学論集，
「人類紀の年代測定」，２９，２３Ｅｉ-２５２．

中村俊夫・中井信之（１９８８）：放射性炭素年代測定法の基礎一加速器質量分析法に重
点をおいて．地質学論集，「人類紀の年代測定」，２９，８３-１０６．

中村俊夫・中井信之（１９９２）：タンデトロン加速器質量分析計による古い試料の自Ｃ

年代測定について．名古屋大学加速器質量分析計業績報告書（唵），：Ｌ２２-１３０．

中 村 俊 夫 り

木曽川泥流堆積物から採取された埋没樹木の加速器１４Ｃ年代，第四紀研究，３１，
２９-３６．

中 村 俊 夫 ・ 岡 重 文 ・ 坂 本 亨 （ １ ９ ９ ２ ） ： 東 京 軽 石 流 堆 積 物 中 の 炭 化 木 片 の 加 速 器 質
量分析計による放射性炭素年代．地質雑，９８-９，９０Ｅ５-９０８．

中谷進（１９７２）：大町テフラ層とテフロクロノロジー．第四紀研究，１１，３０５-３１７．
大場忠道（１９８３）：最終氷期以降の日本海の古環境，地球，５，３７-４６．

大場忠道（１９８９）：日本海の環境変化一過去８．５万年の歴史-，科学，５９，６７２-６８１．

大場忠道（１９９１）：酸素同位体比層序からみた阿蘇４テフラおよび阿多テフラ，地球，
１３，２２ｚ１-２２７．

奥村晃史（１９８５）：北海道東部の更新世テフラと海成段丘．第四紀学会要旨集，１５，

５２-５３．

奥村晃史（１９８７）：北海道地方の第四紀テフラ研究．第四紀研究，３０，３７９-３９０．

０ｋｕｍｕｒａ，Ｋ（１９８８）：Ｒｅｃｔｌｌ-ｒｅｎｃｅｏｆｌａｒｇｅｐｙｒｏｄａｓｔｉｃｆｌｏｗｓａｎｄｉｎｏｖａｔｉｏｎｏｆ
ｖｏｌｃａｎｉｃａｃｔｉｖｉｔｙｉｎ（？２１ｓｔｅｒｎＨｏｋｋａｉｄｏ，Ｊａｐａｎ．Ｐｒ（児．ＫａｌＪ（）ｓｈｉｍａｌｎｔ．

Ｃｏｎ１７（２１・ｅｎｃｅｏｎｖｏｌｃａｎｏｌｏｌｌｙ，５１８-５２１．

小野有五・正木智幸（１９８０）：上伊那・竜西地域における最終氷期の段丘形成．

地理予，１８，６０-６１．
小野有五・清水長正（１９８２）：木曾駒ケ岳周辺の氷河地形．地理予，２１，６０-６１．

小野有五（１９８８）：小林国夫以後の氷河地形研究．小林国夫教授論文選集．６６３-６７０．

大 島 治 （ １ ９ ８ ６ ） ： 榛 名 火 山 ． 日 本 の 地 質 「 関 東 地 方 」 編 集 委 員 会 編 「 日 本 の 地 質

関東地方」，共立出版，１２２２-２２４．

酒井潤一（１９８７）：中部地方における後期更新世の古気候．第四紀研究，２５，
１２０-２７５．
Ｓｕｇｇａｔｅ，Ｒ．Ｐ．（１９７４）：Ｗｈｅｎｄｉｄｔｈｅｌａｓｔ柚ｔ（２ｒｇｌａｃｉａｌｅｎｄ？（沁ａｔ．Ｒｅｓ．，

４，２４６-２５２．

Ｓｕｇ；ｈｎｕｒａ．Ａ．ａｎｄＭａｔｓｕｄａ．Ｔ．（１９６５）：Ａｔｅｒａｆａｕｌｔａｎｄｉｔｓｄｉｓｐ１２１（；ｅｍｅｎｔ

べ／（？（；ｔｏｒｓ．Ｇｅｏ１．Ｓｏｃ，Ａｍ．Ｂｕ１１．，７６Ｊ０９-５５２．

鈴木正男（１９７０）：フィショントラック法による黒曜石の噴出年代とウラン濃度測定
（第ｎ報）．第四紀研究，９，１-６．
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高木信行（１９７６）：各務原層の堆積に関する考察，愛知教育大学「地理学報告」，
４５，１０７-１１３．坪内庄次先生退官記念論文集．

高木信行（１９８０）：木曽谷層の層序とそれに関連した諸問題．軽石学雑誌，ｎ０．６，
４１-４９．

竹本弘幸（１９８６）：沼田盆地北西部，小川島泥炭層の堆積構造．駒沢大学大学院地理

学研究，１６，３５-４０．

竹本弘幸（１９９１）：大山倉吉軽石層とこれにまつわる諸問題．駒洋地理，２７，
１３１-１５０．

竹 本 弘 幸 ・ 百 瀬 貢 ・ 平 林 潔 ・ 小 林 武 彦 （ １ ９ ８ ７ ） ： 新 期 御 岳 テ フ ラ 層 の 層 序 と 時 代
一中部日本における編年上の意義一．第四紀研究，２５，３３７-３５２．

富樫茂子（１９８３）：浅間火山第１軽石流堆積物中の炭化木の１４Ｃ年代．火山，２８，
１６３-１６５．

辻 誠 一 郎 （ １ ９ ８ ３ ） ： 下 末 吉 期 以 降 の 植 生 変 遷 と 気 候 変 化 ． 「 最 終 氷 期 以 降 の 関 東 平
野」，アーバンクボタ，２１，４４-４７．

辻 誠 一 郎 ・ 南 木 睦 彦 ・ 能 城 修 一 （ １ ９ ８ ４ ） ： 浅 間 火 山 東 麓 に お ける 最 終 氷 期 以 降 の 植

物群と植生．第四紀学会講演要旨集，１４，６７-６８．
Ｔｓｕｊｉ，Ｓ．，Ｍｉｎａｋｉ，Ｍ．ａｎｄＯｓａｗａ，Ｓ．（１９８４）：Ｐａ１（？ｏｂｏｔａｎｙａｎｄ

ｐａｌｅｏｅｎｖｉｌ・ｏｎｍｅｎｔｏｆｔｈｅＬａｔｅＰｋｉ５；ｔｏｃｅｎｅｉｎｔｈｅＳａｇａｍｉｌ-ｅｉｇｉｏｎ，ｃｅｎｔｒａｌ
Ｊａｐａｎ．第四紀研究，２２，２７Ｓ）-２９６．

上杉陽（１９７６）：大磯丘陵のテフラ．関東の四紀，３，２８-３８．

上杉陽（１９８２）：いわゆる下末吉期の諸問題．第四紀，下末吉段丘．６７-７７．

上 杉 陽 ・ 米 洋 宏 ・ 開 原 志 寿 恵 ・ 中 村 仁 子 ・ 重 藤 伸 子 ・ 岩 井 郁 乃 （ １ ９ ８ ２ ） ： 富 士 山

東縁地域の古期テフラ累層．平塚市博物館研究報告「自然と文化」，３，３３ -４６．
上 杉 陽 ・ 米 渾 宏 ・ 千 葉 達 朗 ・ 宮 地 直 道 ・ 森 慎 一 （ １ ９ ８ ３ ） ： テ フ ラ か ら み た 関 東

平野．「最終氷期以降の関東平野」，アーバンクボタ，２１，２ -１７．

宇 野 沢 昭 ・ 坂 本 亨 （ １ ９ ７ ２ ） ： 長 野 県 ， 南 軽 井 沢 周 辺 の 最 近 の 地 史 ． 地 質 雑 ， ７ ８ ，
９，４８９-４９４．

柳田誠（１９９１）：河岸段丘の動的地形変化に関する研究．駒洋地理，２７，１-７５．

柳 田 誠 ・ 清 水 長 正 （ １ ９ ９ ２ ） ： 利 尻 - ワ ン コ の 沢 軽 石 層 の 年 代 資 料 ． 第 四 紀 研 究 ，
３１，３７-３９．

柳町治（１９８３）：木曽山脈北部における最終氷期の氷河の消長と編年．地学雑，

９２，１５２-１７２．

柳 町 治 （ １ ９ ８ ７ ） ： 氷 河 ・ 周 氷 河 地 形 か ら み た 中 部 日 本 に お ける 最 終 氷 期 の 気 候 ． 第
四紀研究，２５，２９１５-３０３．

米渾宏（１９８１）：相模川中流域道志川流域の河岸段丘．関東の四紀，８，２１-３２．
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